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的
・
組
織
的
課
題
や
、
取
り
組

み
を
通
じ
た
中
で
の
成
果
、
教

訓
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

上
中
越
支
部
は
大
会
以
降
、

Ｅ
１
２
９
系
導
入
に
伴
う
上

越
線
・
信
越
本
線
ワ
ン
マ
ン
運

転
拡
大
の
問
題
や
２
０
１
７

春
闘
な
ど
、
全
員
参
加
の
運
動

に
拘
り
、
職
場
か
ら
た
た
か
い

を
創
り
出
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
冬
期
問
題
や
Ｅ
１

２
９
系
に
関
わ
る
諸
問
題
な

ど
に
お
い
て
、
団
体
交
渉
を
通

じ
て
多
く
の
要
求
を
実
現
し

て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
一
方
で
１
７
２
５

Ｍ
が
走
行
中
に
ビ
ー
ム
か
ら

落
下
し
た
雪
塊
に
衝
突
し
、
運

転
士
２
名
が
負
傷
す
る
重
大

な
事
象
が
発
生
し
、
こ
の
間
、

会
社
が
進
め
て
き
た
効
率
化

に
よ
る
弊
害
と
し
て
異
常
時

に
即
応
で
き
な
い
現
場
実
態

も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
業
務
的
課
題
を
通

じ
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
向

け
た
運
動
づ
く
り
に
邁
進
し
、

働
き
や
す
い
労
働
環
境
に
し

て
い
く
た
め
に
、
支
部
全
体
が

一
致
団
結
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

上
中
越
支
部
は
今
後
も
、
全

員
参
加
に
拘
り
を
持
ち
、
先
頭

に
立
っ
て
運
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

次
期
大
会
ま
で
の
間
、
組
織

の
強
化
・
拡
大
と
、
支
部
運
動

の
更
な
る
飛
躍
を
勝
ち
取
っ

て
ま
い
り
ま
す
！ 

（
上
中
越
支
部 

投
稿
） 

 

上
中
越
支
部
は
３
月
25
日
、

長
岡
運
輸
区
講
習
室
に
お
い

て
、
委
員
、
傍
聴
者
な
ど
総
勢

44
名
の
組
合
員
が
結
集
し
、
第

２
回
定
期
支
部
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

木
村
委
員
長
の
挨
拶
で
は
、

「
支
部
組
合
員
同
士
が
互
い

に
信
頼
・
協
力
し
合
い
、
安
心

し
て
働
け
る
環
境
を
職
場
か

ら
創
り
出
し
、
組
織
強
化
・
拡

大
の
取
り
組
み
を
今
定
期
委

確
保
す
る
こ
と
。 

６
．
「
新
体
制
業
務
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
最
新
の
内
容
に
更
新

す
る
こ
と
。 

７
．
平
成
22
年
12
月
以
降
実

施
し
た
以
下
の
施
策
を
廃
止

す
る
こ
と
。 

（
保
線
関
係
） 

① 

一
部
拡
充
し
た
分
岐
器

軌
道
変
位
検
修 

②
「
原
則
Ｊ
Ｒ
線
閉
」
と
し

た
分
岐
器
部
分
交
換
及
び

橋
マ
ク
ラ
ギ
交
換 

③ 

エ
リ
ア
別
軌
道
管
理 

④ 

随
修
工
事
に
伴
う
予
算

管
理 

（
電
力
関
係
） 

①
「
検
査
内
容
の
拡
充
」 

（
信
通
関
係
） 

①
「
検
査
内
容
の
拡
充
」 

②
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
の
単
価
契
約
工
事
発
注

権
限
の
拡
大
」 

【
個
別
】 

（
保
線
関
係
） 

１
．
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
に
検

査
及
び
修
繕
、
立
会
い
を
行

う
専
門
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る

こ
と
。 

（
電
力
関
係
） 

１
．
軌
陸
ユ
ニ
ッ
ク
車
、
高
所

【
共
通
】 

１
．
平
成
22
年
12
月
に
実
施

し
た
施
策
に
お
け
る
成
果
と

課
題
を
系
統
毎
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

２
．
設
備
職
場
に
お
け
る
将
来

展
望
に
つ
い
て
以
下
の
項
目

安
全
・
安
定
輸
送
を
実
現
す

る
た
め
に
技
術
継
承
は
労
使

共
通
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

課
題
克
服
の
為
に
は
現
場
第

一
線
で
奮
闘
す
る
組
合
員
の

感
覚
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

新
潟
地
本
は
３
月
17
日
、
現

場
で
発
生
し
て
い
る
諸
課
題

に
つ
い
て
労
使
で
認
識
一
致

を
図
り
、
諸
課
題
の
改
善
を
通

じ
て
「
究
極
の
安
全
」
を
実
現

２
０
０
１
年
の
「
設
備
部
門

に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

制
の
再
構
築
」
を
は
じ
め
、
２

０
１
０
年
の
「
設
備
部
門
に
お

け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の

改
善
」
施
策
以
降
、
設
備
職
場

で
働
く
組
合
員
は
、
採
用
断
層

の
影
響
か
ら
く
る
世
代
交
代
・

技
術
継
承
が
大
き
な
課
題
と

な
る
中
、
老
朽
設
備
更
新
を
万

全
に
遂
行
し
て
い
く
「
使
命
」

を
背
負
い
、
安
全
・
安
定
輸
送

の
確
保
の
た
め
に
日
々
奮
闘

し
質
の
高
い
労
働
力
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
間
実
施
さ
れ

て
き
た
施
策
を
担
う
こ
と
に

よ
る
業
務
量
増
加
に
よ
り
、
技

術
力
の
維
持
・
向
上
に
弊
害
が

生
じ
る
等
、
施
策
実
施
の
目
的

と
か
け
離
れ
た
実
態
を
も
生

み
出
し
て
い
ま
す
。 

反
映
す
る
必
要
性
が
増
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
管
理
手
当
等

を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。 

実
施
期
日
は
平
成
29
年
４

月
１
日
（
土
）。 

 

管
理
手
当
等
に

つ
い
て
は
、
職
場
の

諸
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
重
い
職

責
を
担
い
、
意
欲
を

持
っ
て
取
り
組
む

主
務
職
及
び
Ｔ
等

級
以
上
の
社
員
に

対
し
て
支
給
す
る

こ
と
と
し
た
手
当

で
あ
り
、
世
代
交
代

作
業
車
（
軌
陸
タ
イ
プ
）
を
技

術
セ
ン
タ
ー
に
１
台
配
備
す

る
こ
と
。 

 

 

中
央
本
部
は
４
月
６
日
、
経

営
側
よ
り
「
管
理
手
当
等
の
見

直
し
に
つ
い
て
」
の
提
案
を
受

け
ま
し
た
。 

 

 

＝
経
営
側
の
提
案
内
容
＝ 

急
激
な
世
代
交
代
の
中
に

あ
る
当
社
に
お
い
て
、
仕
事
を

を
系
統
毎
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

① 

社
員
数
及
び
年
齢
構
成

に
つ
い
て 

② 

大
規
模
工
事
計
画
に
つ

い
て 

③ 

技
術
継
承
に
つ
い
て 

３
．
長
期
間
研
修
（
技
術
ア
カ

デ
ミ
ー
、
国
内
大
学
派
遣
制

度
、
実
践
管
理
者
育
成
研

修
）、
産
休
、
育
児
休
暇
、
介

護
休
職
等
の
期
間
は
要
員
を

補
充
す
る
こ
と
。 

４
．
支
社
及
び
地
区
で
開
催
さ

れ
る
各
種
会
議
に
つ
い
て
、

各
現
場
に
は
業
務
実
態
を
考

慮
し
た
要
請
と
す
る
こ
と
。 

５
．
標
準
数
の
算
定
根
拠
を
系

統
毎
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
ま
た
標
準
数
の
要
員
は

す
る
た
め
に
、
設
備
職
場
に
お

け
る
「
技
術
継
承
、
安
全
・
安

定
輸
送
」
を
実
現
す
る
た
め
の

申
し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

 新
潟
地
本
は
３
月
17
日
、
申
９
号
と
し
て
設
備
職
場
に

お
け
る
「
技
術
継
承
、
安
全
・
安
定
輸
送
」
を
実
現
す
る
た

め
の
申
し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

員
会
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
こ
う
」
と
力
強

く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

質
疑
で
は
、
す
べ
て

の
委
員
か
ら
発
言
が

あ
り
「
２
０
１
７
春
闘

に
お
け
る
取
組
み
の

成
果
と
課
題
」
「
１
７

２
５
Ｍ
の
事
象
に
つ

い
て
感
じ
た
こ
と
」

「
え
ち
ご
ト
キ
め
き

鉄
道
の
現
状
と
課
題
」

「
運
動
の
一
元
化
に

つ
い
て
」
な
ど
、
業
務

 

 

 

 

 

 

 

通
じ
て
自
ら
の
成
長
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
社
員
の
意
欲

に
応
え
る
と
と
も
に
、
職
場
に

お
い
て
技
術
・
技
能
・
知
識
な

ど
を
継
承
す
る
体
制
を
さ
ら

に
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
24
年
度
に
人

事
・
賃
金
制
度
を
改
正
し
た
。 

◆ 

申
９
号 

申
し
入
れ
項
目 

◆ 

 

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
現

在
、
人
材
育
成
や
技
術
継
承
な

ど
の
職
場
の
諸
課
題
に
対
応

す
る
主
務
職
及
び
Ｔ
等
級
以

上
の
職
責
の
重
さ
を
賃
金
に

 


